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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 20,913 4.3 1,467 30.6 1,508 28.5 994 19.4
27年3月期第1四半期 20,052 △0.5 1,123 △13.9 1,174 △21.3 833 △17.8

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 1,374百万円 （56.8％） 27年3月期第1四半期 876百万円 （△54.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 44.99 ―
27年3月期第1四半期 37.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 114,975 76,737 66.2
27年3月期 114,095 76,082 66.2
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 76,126百万円 27年3月期 75,476百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 27年３月期期末配当金の内訳  普通配当 27円50銭  記念配当 ５円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 27.50 ― 32.50 60.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 31.00 ― 31.00 62.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 42,000 2.1 2,400 19.5 2,350 13.5 1,650 5.2 74.62
通期 87,500 2.2 5,500 18.2 5,300 13.1 3,900 2.7 176.38



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．４ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 23,652,550 株 27年3月期 23,652,550 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 1,540,672 株 27年3月期 1,540,565 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 22,111,914 株 27年3月期1Q 22,112,256 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による財政・金融政策効果と円安基調を背景に、輸出産

業を中心とした企業収益及び雇用情勢に改善傾向が見られたものの、個人消費については昨年の消費税率引き上げ

や円安に伴う物価上昇などを受け、生活防衛意識の高まりの中、一部に不安定感を抱えた状況で推移いたしまし

た。一方、海外経済は、米国において天候要因などによる一時的な減速傾向が見られましたが、企業業況は堅調さ

を保ち、雇用・個人消費の面でも持ち直し傾向を示しました。欧州経済もギリシャ問題等、政治・金融情勢の一部

に不安材料はあるものの全体的には緩やかな景気回復基調を示しております。但し、新興諸国における経済成長の

加速感の乏しさもあって、一部に依然として先行き不透明な状況が存在しております。 

 

食品業界においては、国内食品市場における競争激化の中で、物価上昇による購買力低下の懸念材料に加え、フ

ードディフェンスを含めた食の安全・安心へのしっかりとした取り組みが一層強く求められる状況にあります。 

 

当社グループは、従前より３ヵ年を対象期間とする「中期経営計画」を策定しており、平成27年３月をもって区

切りを迎えた「前中期経営計画」に引き続き、平成27年４月より平成30年３月までの３年間を対象とする「新中期

経営計画」への取り組みを開始いたしました。 

◇成熟市場として認識する「国内マーケット」における［収益基盤の確立］ 

◇成長市場として認識する「海外マーケット」における［構造基盤の強化］ 

（グローバルカンパニーとしての揺るぎない体制構築に繋がる成長戦略策の推進） 

を基本に据えて、掲げた各種施策を力強く推進してまいります。 

 

当第１四半期の業績につきましては、『国内化成品その他事業』での伸び悩みがあったものの、『国内食品事

業』及び『海外事業』がそれぞれ前年同期を上回る実績を確保し、売上高は209億13百万円（前年同期比8億61百万

円、4.3％増）となりました。 

利益面でも、売上高の伸長に加え、効率的な生産及び販売管理オペレーションも奏功し、営業利益は14億67百万

円（前年同期比3億44百万円、30.6％増）、経常利益は15億8百万円（前年同期比3億34百万円、28.5％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は9億94百万円（前年同期比1億61百万円、19.4％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

 

〔国内食品事業〕 

『家庭用食品』では、昨年、消費税率引き上げの反動影響を大きく受けた食塩・化学調味料無添加の「素材力

だし」が順調に回復傾向を示し前年同期を上回る実績を確保しました。市販ドレッシングでは、リニューアルした

ノンオイル品に加え、今春新発売の「青じそ塩レモン」等の着実な実績化があった一方で、昨年実績のあった「ご

ちそうマジック®」については伸びを欠く結果となりました。 

海藻商品につきましては、『家庭用食品』では、「わかめスープ」が伸びを欠く状況にありましたが、「ふえ

るわかめちゃん®」及び『業務用食品』での「冷凍海藻」等の着実な伸長もあり、売上は前年同期を上回りまし

た。 

『加工食品用原料等』では、ビタミンＥ等の分野での売上が前年同期を下回ったものの、ユーザーニーズに的

確に対応した結果、食品用改良剤の分野での売上は堅調に推移し、前年同期を上回る結果となりました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億44万円（1.0％）増加した140億52百万円となり、営業利

益は12億4百万円（前年同期比2億36百万円増）となりました。 

 

〔国内化成品その他事業〕 

プラスチック・農業用フィルム・食品用包材・ゴム製品・化粧品などの工業用分野に、加工性向上及び帯電防

止・防曇等の機能性を付加する『化成品（改良剤）』では、家電・建築資材・ラップといった関係先業界の業況が

影響し、売上は前年同期を下回る結果となりました。 

また、『その他』の事業でも、飼料用油脂の売上が前年同期を下回りました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から98百万円（6.6％）減少した13億89百万円となり、営業利益

については97百万円（前年同期比28百万円減）となりました。 
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〔海外事業〕 

情報発信基地としての役割を担う「アプリケーションセンター」の機能も活かす中で、アジア・欧米をはじめと

する各エリアの既存市場での深耕はもとより、成長が見込める新市場の開拓・販売拡大に取り組む活動を推進した

『改良剤』分野においては、生産拠点であるRIKEVITA(MALAYSIA)SDN.BHD.での生産力拡大を図るべく投資した設備

の本格稼働もあり、確実な実績化を図ることができました。 

加えて、欧米向け水産加工品が高いウエイトを占める青島福生食品有限公司（中国）の売上も、前年同期を上回

る実績を確保することができました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から8億62百万円（17.6％）増加した57億69百万円となり、営業

利益は2億89百万円（前年同期比1億39百万円増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,149億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ8億79百万円増加しま

した。主な増加は、たな卸資産16億50百万円、投資有価証券7億8百万円であり、主な減少は、現金及び預金16億18

百万円であります。 

負債は382億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億24百万円増加しました。主な増加は支払手形及び買掛

金5億92百万円、短期借入金1億97百万円であり、主な減少は、引当金5億69百万円であります。 

純資産は767億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ6億55百万円増加しました。利益剰余金が、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上9億94百万円、配当金の支払7億18百万円のため2億76百万円増加し、その他有価証

券評価差額金が2億84百万円増加しています。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年４月27日発表の第２四半期累計期間及び通期の業績予想は修正しておりません。今後の事業環境の変化

を見極めた上で、見直しの必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

有形固定資産（平成10年４月１日以降取得した建物を除く）の減価償却方法について、従来、当社及び国内連

結子会社では定率法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。

この変更は、当社グループは海外事業を成長エンジンと見据え海外における事業拡大を図っている中で、事業

環境の変化に対応するため前連結会計年度までに国内生産体制においても大型設備投資による強化・再編を行い

当連結会計年度より順次新規稼働を開始したことを契機として、減価償却の方法の見直しを行ったことによるも

のです。

当該検討の結果、各社における有形固定資産はその使用期間中を通じ安定的な稼働が見込まれることから、定

額法を採用したほうが経営実態をより適切に反映させることができ、国内外グループ会社の公平な業績比較も可

能となるため、当第１四半期連結会計期間より上記有形固定資産の減価償却の方法を定率法から定額法へ変更し

ました。

この変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益がそれぞれ103百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,645 13,027 

受取手形及び売掛金 21,780 21,353 

電子記録債権 431 394 

有価証券 816 816 

商品及び製品 7,577 8,664 

仕掛品 3,354 3,433 

原材料及び貯蔵品 7,935 8,419 

その他 1,972 2,017 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 58,512 58,125 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 13,119 12,993 

機械装置及び運搬具（純額） 11,942 12,141 

その他（純額） 6,684 7,041 

有形固定資産合計 31,747 32,175 

無形固定資産 1,144 1,121 

投資その他の資産    

投資有価証券 20,784 21,493 

退職給付に係る資産 791 973 

その他 1,127 1,100 

貸倒引当金 △13 △13 

投資その他の資産合計 22,691 23,554 

固定資産合計 55,583 56,850 

資産合計 114,095 114,975 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,681 9,273 

電子記録債務 315 298 

短期借入金 12,580 12,778 

未払法人税等 270 463 

引当金 852 283 

その他 7,771 7,482 

流動負債合計 30,472 30,579 

固定負債    

長期借入金 738 691 

退職給付に係る負債 115 175 

その他 6,686 6,792 

固定負債合計 7,540 7,658 

負債合計 38,013 38,238 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,537 2,537 

資本剰余金 2,466 2,466 

利益剰余金 59,440 59,716 

自己株式 △3,747 △3,747 

株主資本合計 60,697 60,973 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,350 10,634 

繰延ヘッジ損益 △50 △4 

為替換算調整勘定 3,390 3,480 

退職給付に係る調整累計額 1,089 1,043 

その他の包括利益累計額合計 14,779 15,153 

非支配株主持分 605 610 

純資産合計 76,082 76,737 

負債純資産合計 114,095 114,975 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 20,052 20,913 

売上原価 13,952 14,469 

売上総利益 6,100 6,444 

販売費及び一般管理費 4,976 4,976 

営業利益 1,123 1,467 

営業外収益    

受取利息 4 9 

受取配当金 181 197 

その他 57 47 

営業外収益合計 243 254 

営業外費用    

支払利息 110 162 

為替差損 75 41 

その他 7 9 

営業外費用合計 192 213 

経常利益 1,174 1,508 

特別利益    

補助金収入 59 15 

その他 4 3 

特別利益合計 63 18 

特別損失    

固定資産除却損 8 15 

固定資産圧縮損 45 11 

減損損失 － 28 

その他 － 8 

特別損失合計 54 63 

税金等調整前四半期純利益 1,184 1,464 

法人税等 350 469 

四半期純利益 833 995 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 833 994 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 833 995 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 526 284 

繰延ヘッジ損益 △24 50 

為替換算調整勘定 △417 89 

退職給付に係る調整額 △41 △45 

その他の包括利益合計 42 378 

四半期包括利益 876 1,374 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 877 1,368 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 13,891 1,488 4,672 20,052 － 20,052 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
16 － 235 251 △251 － 

計 13,908 1,488 4,907 20,303 △251 20,052 

セグメント利益 967 125 149 1,243 △119 1,123 

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△88百万円、たな卸資産の調

整額△31百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 14,030 1,389 5,493 20,913 － 20,913 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
21 － 275 297 △297 － 

計 14,052 1,389 5,769 21,211 △297 20,913 

セグメント利益 1,204 97 289 1,590 △122 1,467 

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△80百万円、たな卸資産の調

整額△42百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   （固定資産に係る重要な減損損失）

報告セグメントに係る該当事項はありません。なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結損益

計算書の特別損失に計上しております減損損失28百万円は、いずれの報告セグメントにも配分されていない遊

休資産の地価下落によるものです。
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